
〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
メ
デ
ィ
ア
政
治
家
・
上
田
哲
の
足
跡 

 

長
﨑 

励
朗 

  

一 

は
じ
め
に 

  

二
〇
二
〇
年
初
旬
か
ら
世
界
的
な
感
染
拡
大
を
見
せ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
二
年
が
経
過
し
た
現
在
に
い
た
る
ま
で

メ
デ
ィ
ア
報
道
の
中
心
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
日
々
刻
々
と
増

減
を
繰
り
返
す
感
染
者
数
は
、
こ
の
二
年
間
、
メ
デ
ィ
ア
の
議
題

設
定
を
独
占
し
続
け
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

未
曽
有
の
感
染
症
パ
ニ
ッ
ク
で
様
々
な
対
策
が
遅
き
に
失
す

る
な
か
、
こ
う
し
た
感
染
者
数
を
伝
え
る
報
道
が
い
ち
早
く
整

備
さ
れ
た
こ
と
を
疑
問
に
感
じ
た
日
本
人
は
そ
う
多
く
な
い
。

政
府
が
公
式
発
表
し
た
数
字
を
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
右
か
ら
左

へ
流
す
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
か
ら
だ
。 

し
か
し
実
は
、
感
染
者
数
を
全
国
で
集
計
し
、
正
確
に
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
原
型
は
、
現
在
か
ら

遡
る
こ
と
約
六
〇
年
前
、
一
九
六
一
年
に
メ
デ
ィ
ア
の
側
が
主

体
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
毎
年
の
よ
う
に

流
行
し
て
い
た
ポ
リ
オ
を
撲
滅
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
側
が
主

体
と
な
っ
て
大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
た
。
そ
の
中

で
生
ま
れ
て
き
た
の
が
、
感
染
者
の
集
計
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
核
を
担
っ
た
人
物
は
上
田
哲
。
労
働
組

合
の
委
員
長
を
務
め
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
闇
将
軍
」
と
ま
で
呼
ば
れ
た

上
田
は
、
放
送
記
者
時
代
に
こ
う
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
る

な
ど
の
業
績
を
残
し
、
そ
の
後
、
社
会
党
の
国
会
議
員
へ
と
転
身
。

そ
こ
か
ら
約
二
五
年
も
の
間
、
議
席
を
保
ち
続
け
た
戦
後
を
代

や
水
木
楊
『
誠
心
誠
意
、
嘘
を
つ
く
』（
前
掲
書
、
二
〇
〇
五
年
）

は
、
独
自
の
取
材
を
加
え
て
、
評
伝
の
記
述
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

せ
て
い
る
。 

最
後
に
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
の
三
木
武
吉
を
紹
介
し
て

お
く
。
評
伝
の
記
述
を
元
に
、
杉
森
久
英
『
小
説
三
木
武
吉
』（
集

英
社
、
一
九
七
〇
年
）、
戸
川
猪
佐
武
『
小
説
三
木
武
吉
』（
角
川

書
店
、
一
九
八
三
年
）
と
い
っ
た
作
品
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
小

説
家
の
遠
藤
周
作
も
三
木
に
惚
れ
た
一
人
で
あ
っ
た
。
遠
藤
周

作
『
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
』（
新
潮
社
、
一
九
八
八
年
、
『
週
刊

新
潮
』（
一
九
八
七
年
三
月
二
六
日
号
～
八
八
年
四
月
七
日
号
に

「
セ
カ
ン
ド
レ
デ
ィ
」
と
題
し
て
連
載
）
で
は
、
主
人
公
が
三
木

の
秘
書
を
務
め
、
政
治
を
学
ん
で
い
く
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。 

戸
川
の
『
小
説
三
木
武
吉
』
は
、
映
画
《
小
説
吉
田
学
校
》（
一

九
八
三
年
四
月
公
開
）
の
原
作
と
も
な
っ
た
。
映
画
の
画
面
で
は

「
原
作 

戸
川
猪
佐
武
」
と
さ
れ
、
そ
の
下
に
小
さ
く
「
小
説
吉

田
学
校
」「
小
説
吉
田
茂
」「
小
説
三
木
武
吉
」
の
三
冊
が
記
さ
れ

て
い
る
。
若
山
富
三
郎
が
三
木
を
演
じ
、
容
姿
は
似
て
い
な
い
が
、

演
技
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。
戸
川
の
『
小
説
吉
田
学
校
』
は
、
さ

い
と
う
た
か
を
に
よ
っ
て
漫
画
化
さ
れ
（『
歴
史
劇
画 

大
宰
相
』

講
談
社
＋α

文
庫
、
一
九
九
九
年
～
／
講
談
社
文
庫
、
二
〇
一
九

年
～
。
当
初
の
タ
イ
ト
ル
は
『
劇
画
・
小
説
吉
田
学
校
』
読
売
新

聞
社
、
一
九
八
八
年
～
）、
三
木
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。 

池
田
勇
人
を
描
い
た
漫
画
、
大
和
田
秀
樹
『『
疾
風
の
勇
人
』

（『
週
刊
モ
ー
ニ
ン
グ
』（
講
談
社
）
二
〇
一
六
年
九
号
～
一
七
年

二
七
号
、
単
行
本
は
全
七
巻
）
に
も
三
木
は
登
場
す
る
。 

 

※
本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
近
代
日

本
の
政
治
エ
リ
ー
ト
輩
出
に
お
け
る
「
メ
デ
ィ
ア
経
験
」
の
総
合

的
研
究
」（
代
表
者
・
佐
藤
卓
己
、
研
究
課
題20H04482

）
の
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
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表
す
る
大
物
メ
デ
ィ
ア
政
治
家
の
一
人
で
あ
る
。 

メ
デ
ィ
ア
の
側
か
ら
政
治
を
動
か
す
こ
と
で
現
在
に
ま
で
つ

な
が
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
か
つ
長
ら
く
国
会
議
員
も
務
め

あ
げ
た
上
田
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
係

を
考
え
る
上
で
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
上
田
哲
を
研
究
す
る
た
め
の
予
備
調
査
と
し
て
、

自
伝
を
も
と
に
彼
が
政
治
家
に
な
る
ま
で
の
活
動
を
概
観
し
て

み
た
い
。 

 

二 

青
春
時
代 

  

一
九
二
八
年
二
月
二
八
日
、
上
田
哲
は
東
京
の
大
塚
に
生
ま

れ
た
。
後
に
彼
は
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
自
身
に
強
い

影
響
を
及
ぼ
し
た
と
述
懐
し
て
い
る
。 

 

三
十
年
あ
ま
り
た
っ
て
、
戦
後
の
青
春
世
代
は
三
つ
に
な
っ

た
と
私
は
考
え
る
。
私
は
そ
の
第
二
世
代
。 

 

同
じ
く
戦
後
に
青
春
を
送
っ
た
な
か
で
も
、
第
一
世
代
は
青

春
の
一
部
を
戦
中
に
も
つ
。
第
二
世
代
は
戦
後
に
青
春
を
開

く
。
第
一
世
代
は
銃
を
担
っ
て
戦
場
に
送
ら
れ
た
側
で
あ
り
、

第
二
世
代
は
軍
歌
を
歌
っ
て
そ
れ
を
送
っ
た
側
で
あ
る
（
一
）
。 

 

戦
争
の
被
害
を
免
れ
た
と
い
う
一
種
の
「
罪
障
感
」
か
ら
無
邪
気

に
「
同
期
の
桜
」
を
歌
う
こ
と
が
で
き
な
い
自
分
を
発
見
し
、
上

田
は
こ
の
「
第
二
世
代
」
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
語
る
。
後
に
野
党
第
一
党
の
政
治
家
と
な
っ

て
い
く
下
地
に
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
見
て
と
る
こ
と
も
で
き

る
。 

 

早
く
に
父
を
亡
く
し
た
上
田
は
終
戦
の
年
の
四
月
、
空
襲
で

家
を
焼
け
出
さ
れ
、
母
方
の
祖
父
母
の
故
郷
で
あ
っ
た
滋
賀
県

能
登
川
町
に
母
と
弟
と
一
度
は
疎
開
し
た
。
し
か
し
、
父
の
親
友

で
あ
っ
た
朝
日
新
聞
論
説
委
員
の
小
幡
操
の
す
す
め
で
、
ほ
と

ん
ど
日
を
置
か
ず
東
京
に
引
き
返
し
て
い
る
。
や
が
て
七
月
に

は
旧
制
新
潟
高
校
に
入
学
。
上
田
の
大
学
生
活
は
終
戦
の
わ
ず

か
四
五
日
前
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
新
潟
高
校
は
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
な
い
中
で
は
最
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初
に
設
置
さ
れ
た
旧
制
高
校
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
設
置
さ
れ

た
学
校
と
同
じ
く
、
蛮
カ
ラ
の
気
風
が
強
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、

上
田
は
寮
の
自
治
制
度
を
め
ぐ
っ
て
、
後
に
小
説
家
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
に
な
る
上
級
生
の
丸
谷
才
一
と
対
決
し
た
り
、
終

戦
後
初
の
自
治
会
設
立
を
主
導
し
た
り
と
活
発
に
自
治
活
動
に

関
与
し
て
い
く
。
後
に
演
説
の
名
手
と
さ
れ
た
上
田
の
ル
ー
ツ

は
こ
の
あ
た
り
に
も
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

当
時
の
旧
制
高
校
の
学
生
は
大
部
分
が
大
学
に
進
学
す
る
の

が
常
だ
っ
た
が
、
上
田
は
一
九
四
八
年
七
月
に
卒
業
し
て
す
ぐ

に
一
度
就
職
し
て
い
る
。
東
京
に
出
て
、
住
み
込
み
で
釜
の
セ
ー

ル
ス
マ
ン
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
上
田
に
と
っ
て
こ
の
環

境
は
耐
え
難
か
っ
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
な
い
生
活
の
中
で
、
社

長
の
愛
人
と
さ
れ
る
「
支
店
長
」
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
次
の
よ

う
な
言
葉
は
、
教
養
主
義
の
香
り
が
色
濃
く
残
る
旧
制
高
校
で

青
春
時
代
を
送
っ
た
上
田
の
意
気
を
挫
く
も
の
で
あ
っ
た
。 

  

「
商
売
人
に
人
格
な
ど
は
い
り
ま
せ
ん
ぇ
。
よ
ろ
し
い
か
。
学

問
な
ど
は
学
者
に
ま
か
せ
な
さ
い
。
あ
な
た
は
本
を
読
み
す

ぎ
ま
す
の
え
。
帳
簿
を
読
む
の
が
え
え
の
で
す
。
お
金
が
で
け

れ
ば
、
ま
た
本
が
買
え
る
で
し
ょ
う
が
。
わ
か
り
ま
す
か
」 

本
を
読
む
な
と
い
っ
て
、
も
う
け
た
金
で
買
う
本
な
ら
読

ん
で
い
い
と
い
う
の
も
矛
盾
だ
が
、
支
店
長
の
頭
で
は
ち
ゃ

ん
と
起
承
転
結
、
お
さ
ま
り
が
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
、
人

格
と
私
が
い
う
の
は
「
ひ
と
と
な
り
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
だ

っ
た
の
だ
が
、
私
が
二
宮
尊
徳
の
よ
う
な
も
の
を
め
ざ
し
て

い
る
ら
し
い
と
思
い
こ
ん
で
、
支
店
長
は
委
細
か
ま
わ
ず
二

宮
尊
徳
が
実
は
商
人
と
し
て
立
派
だ
っ
た
と
い
う
話
を
す
る

（
二
）
。 

 

こ
こ
に
登
場
す
る
「
支
店
長
」
が
述
べ
て
い
る
内
容
は
立
身
出
世

と
結
び
つ
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日
本
型
修
養
主
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で
あ
り
、
旧
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高
校
の
三
年

間
、
教
養
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的
寮
生
文
化
に
浸
か
っ
て
い
た
上
田
と
は
相
い

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
教
養
主
義
は
そ
の
出
発
点
で
あ
る
明
治

期
に
お
い
て
は
修
養
と
一
定
の
連
続
性
を
持
っ
て
い
た
も
の
の
、

そ
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展
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し
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は
む
し
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立
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距
離
を
と
る
こ
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西
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近
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陶
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テ
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を
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築
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、
か
つ
長
ら
く
国
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務
め

あ
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上
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す
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、
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
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で
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要
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れ
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を
発
見
し
、
上

田
は
こ
の
「
第
二
世
代
」
に
属
し
て
い
る
こ
と
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後
に
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党
の
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下
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に
は
、
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景
を
見
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と
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で
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る
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早
く
に
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を
亡
く
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た
上
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は
終
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の
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の
四
月
、
空
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で

家
を
焼
け
出
さ
れ
、
母
方
の
祖
父
母
の
故
郷
で
あ
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た
滋
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県

能
登
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に
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と
弟
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一
度
は
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開
し
た
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の
親
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で
あ
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た
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日
新
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の
小
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東
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は
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を
目
指
す
も
の
だ
か
ら
だ
（
三
）
。 

く
わ
え
て
、
本
を
読
む
こ
と
も
咎
め
ら
れ
る
状
況
は
、
も
う
少

し
後
の
時
代
に
集
団
就
職
し
た
非
大
卒
者
た
ち
が
味
わ
っ
た
苦

悩
を
先
取
り
し
て
い
る
（
四
）
。 

こ
う
し
た
状
況
に
耐
え
か
ね
た
上
田
は
約
三
ヶ
月
で
職
を
辞

し
、
母
の
い
る
滋
賀
県
に
戻
っ
て
能
登
川
西
小
学
校
の
教
員
と

な
る
。
さ
ら
に
、
一
九
五
〇
年
に
は
新
制
彦
根
高
校
に
職
を
得
た
。

上
田
の
よ
う
に
大
学
に
進
学
し
な
か
っ
た
旧
制
高
校
卒
の
人
間

は
「
白
線
浪
人
」
と
呼
ば
れ
、
当
時
、
就
職
す
る
の
が
難
し
か
っ

た
。
腰
掛
け
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
て
職
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
各

学
校
の
校
長
や
周
囲
の
人
間
の
助
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
の
感
謝
を
こ
め
て
、
上
田
は
当
時
の
状
況
を
自
伝
で

率
直
に
語
っ
て
い
る
。 

そ
ん
な
状
況
に
あ
っ
た
上
田
だ
が
、
就
職
し
て
間
も
な
く
、
旧

制
高
校
か
ら
大
学
に
進
学
す
る
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
最
後
の
年

度
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。「
腰
掛
け
」
で
は
な
い
と
い
う

約
束
を
信
じ
て
く
れ
た
校
長
の
手
前
、
上
田
は
悩
み
に
悩
ん
だ

が
、
自
身
を
冷
遇
す
る
保
守
的
な
他
の
教
員
へ
の
意
地
か
ら
、
と

に
も
か
く
に
も
、
京
都
大
学
法
学
部
の
受
験
を
決
め
た
。 

 

結
果
は
見
事
合
格
。
彦
根
高
校
の
校
長
も
大
学
に
通
う
こ
と

を
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
、
一
九
五
一
年
に
入
学
し
た
上
田
は

大
学
四
年
間
、
彦
根
高
校
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
勤
労
学
生
と

し
て
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
頃
、
上
田
が
暮
ら
し
て
い
た
彦
根
の
下
宿
を
よ
く
訪
れ

て
い
た
彦
根
高
校
の
学
生
た
ち
は
、
後
に
様
々
な
分
野
で
一
流

の
業
績
を
あ
げ
て
い
く
。
そ
ん
な
学
生
た
ち
の
中
に
、
テ
レ
ビ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
有
名
な
田
原
総
一
朗
も
い
た
。
後
に
政
治

家
に
な
っ
た
あ
と
、
上
田
は
『
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
』
に
も
複
数
回

出
演
し
て
い
る
か
ら
、
図
ら
ず
も
メ
デ
ィ
ア
上
で
師
弟
共
演
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
の
後
、
四
年
で
卒
業
に
漕
ぎ
つ
け
た
上
田
は
、
一
九
五
四
年

三
月
、
い
よ
い
よ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
社
す
る
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
放
送
が

開
始
さ
れ
た
翌
年
で
あ
り
、
ま
だ
放
送
が
新
聞
を
超
え
る
か
ど

う
か
は
微
妙
と
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
上

田
の
放
送
記
者
時
代
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
各
局
が
テ
レ
ビ
の
可
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能
性
を
開
拓
し
て
い
く
過
程
と
ピ
タ
リ
と
重
な
る
。
以
下
で
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
入
社
後
の
上
田
の
活
躍
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。 

 
三 
放
送
記
者
時
代―

ポ
リ
オ
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

一
九
五
四
年
に
晴
れ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
社
し
た
上
田
は
、
早
速
、

政
府
と
マ
ス
コ
ミ
の
葛
藤
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
三
木
鶏
郎
の
人
気
ラ
ジ
オ
番
組
『
ユ
ー
モ
ア
劇
場
』
が
、
政

府
側
の
圧
力
で
つ
ぶ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
五
）
。
戦

後
ま
も
な
く
放
送
を
開
始
し
、『
歌
の
新
聞
』『
日
曜
娯
楽
版
』
と

名
前
を
変
え
な
が
ら
も
存
続
し
て
き
た
『
ユ
ー
モ
ア
劇
場
』
は
、

番
組
聴
取
者
か
ら
の
投
稿
を
も
と
に
社
会
風
刺
を
含
ん
だ
コ
ン

ト
や
歌
を
放
送
す
る
こ
と
で
、
当
時
、
人
気
を
博
し
て
い
た
。
こ

の
『
ユ
ー
モ
ア
劇
場
』
が
、
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
逮
捕
者
を
出

し
た
「
造
船
疑
獄
事
件
」
を
め
ぐ
っ
て
痛
烈
な
風
刺
を
お
こ
な
っ

た
こ
と
で
、
政
府
与
党
か
ら
圧
力
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

折
し
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
受
信
料
の
値
上
げ
を
検
討
し
て
い
た
時
期

で
も
あ
り
、
当
時
の
郵
政
大
臣
が
記
者
会
見
で
公
然
と
、「
こ
の

ま
ま
で
は
受
信
料
を
値
上
げ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
言
い

放
っ
た
。
上
田
ら
新
人
記
者
た
ち
は
、『
ユ
ー
モ
ア
劇
場
』
消
滅

と
引
き
換
え
に
な
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
新
人
は
全
員
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
辞
退
す
る
と
ま
で
宣
言
し
た
が
、
結
局
、
こ
の
番
組
は
終
了

し
て
し
ま
う
。 

こ
う
し
た
記
者
時
代
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
、
上
田
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

テ
レ
ビ
創
業
の
時
代
に
記
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
私
は
、

ち
ょ
う
ど
放
送
が
マ
ス
コ
ミ
の
首
座
を
占
め
て
い
く
過
程
と
、

そ
れ
に
権
力
の
か
か
わ
る
度
合
い
と
を
、
じ
っ
と
み
つ
め
て

き
た
思
い
が
強
い
。
権
力
は
長
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
自
己
の
下
僕
と

考
え
て
き
た
。
だ
か
ら
、
戦
後
第
二
世
代
、
民
主
主
義
世
代
で

あ
る
私
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
生
活
は
言
論
の
自
由
を
め
ぐ
る
反
権
力
の

意
識
に
終
始
す
る
（
六
）
。 

 
 現

在
に
い
た
る
ま
で
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
政
府
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
関
係
性
に
対
す
る
批
判
は
、
上
田
が
放
送
記
者
と
し

を
目
指
す
も
の
だ
か
ら
だ
（
三
）
。 

く
わ
え
て
、
本
を
読
む
こ
と
も
咎
め
ら
れ
る
状
況
は
、
も
う
少

し
後
の
時
代
に
集
団
就
職
し
た
非
大
卒
者
た
ち
が
味
わ
っ
た
苦

悩
を
先
取
り
し
て
い
る
（
四
）
。 

こ
う
し
た
状
況
に
耐
え
か
ね
た
上
田
は
約
三
ヶ
月
で
職
を
辞

し
、
母
の
い
る
滋
賀
県
に
戻
っ
て
能
登
川
西
小
学
校
の
教
員
と

な
る
。
さ
ら
に
、
一
九
五
〇
年
に
は
新
制
彦
根
高
校
に
職
を
得
た
。

上
田
の
よ
う
に
大
学
に
進
学
し
な
か
っ
た
旧
制
高
校
卒
の
人
間

は
「
白
線
浪
人
」
と
呼
ば
れ
、
当
時
、
就
職
す
る
の
が
難
し
か
っ

た
。
腰
掛
け
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
て
職
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
各

学
校
の
校
長
や
周
囲
の
人
間
の
助
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
の
感
謝
を
こ
め
て
、
上
田
は
当
時
の
状
況
を
自
伝
で

率
直
に
語
っ
て
い
る
。 

そ
ん
な
状
況
に
あ
っ
た
上
田
だ
が
、
就
職
し
て
間
も
な
く
、
旧

制
高
校
か
ら
大
学
に
進
学
す
る
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
最
後
の
年

度
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。「
腰
掛
け
」
で
は
な
い
と
い
う

約
束
を
信
じ
て
く
れ
た
校
長
の
手
前
、
上
田
は
悩
み
に
悩
ん
だ

が
、
自
身
を
冷
遇
す
る
保
守
的
な
他
の
教
員
へ
の
意
地
か
ら
、
と

に
も
か
く
に
も
、
京
都
大
学
法
学
部
の
受
験
を
決
め
た
。 

 

結
果
は
見
事
合
格
。
彦
根
高
校
の
校
長
も
大
学
に
通
う
こ
と

を
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
、
一
九
五
一
年
に
入
学
し
た
上
田
は

大
学
四
年
間
、
彦
根
高
校
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
勤
労
学
生
と

し
て
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
頃
、
上
田
が
暮
ら
し
て
い
た
彦
根
の
下
宿
を
よ
く
訪
れ

て
い
た
彦
根
高
校
の
学
生
た
ち
は
、
後
に
様
々
な
分
野
で
一
流

の
業
績
を
あ
げ
て
い
く
。
そ
ん
な
学
生
た
ち
の
中
に
、
テ
レ
ビ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
有
名
な
田
原
総
一
朗
も
い
た
。
後
に
政
治

家
に
な
っ
た
あ
と
、
上
田
は
『
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
』
に
も
複
数
回

出
演
し
て
い
る
か
ら
、
図
ら
ず
も
メ
デ
ィ
ア
上
で
師
弟
共
演
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
の
後
、
四
年
で
卒
業
に
漕
ぎ
つ
け
た
上
田
は
、
一
九
五
四
年

三
月
、
い
よ
い
よ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
社
す
る
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
放
送
が

開
始
さ
れ
た
翌
年
で
あ
り
、
ま
だ
放
送
が
新
聞
を
超
え
る
か
ど

う
か
は
微
妙
と
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
上

田
の
放
送
記
者
時
代
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
各
局
が
テ
レ
ビ
の
可

185



て
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
み
始
め
た
頃
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
上
田
の
「
反
権
力
」
意
識
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
錦
の

御
旗
の
よ
う
に
掲
げ
る
月
並
み
な
権
力
批
判
と
似
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
ポ
リ
オ
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

際
の
動
き
を
見
れ
ば
、
彼
が
そ
こ
に
終
始
す
る
だ
け
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
は
ず
だ
。
ひ
と
ま
ず
、

そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
上
田
の
仕
事
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
社
後
、
上
田
が
あ
げ
た
最
初
の
ス
ク
ー
プ
は
一

九
五
九
年
の
偽
札
事
件
で
あ
っ
た
。
友
人
か
ら
の
情
報
で
最
初

の
一
枚
を
手
に
し
た
上
田
は
、
各
所
で
鑑
定
を
依
頼
し
、
記
事
を

執
筆
し
つ
つ
も
、
特
ダ
ネ
を
守
る
た
め
、
こ
れ
を
握
っ
て
行
方
を

く
ら
ま
し
た
。
困
っ
た
警
視
庁
か
ら
自
宅
を
家
宅
捜
索
す
る
と

言
わ
れ
て
、
よ
う
や
く
姿
を
あ
ら
わ
し
た
と
い
う
（
七
）
。 

こ
う
し
た
上
田
の
行
動
に
は
明
確
な
意
図
が
あ
っ
た
。
新
聞

に
追
従
し
が
ち
だ
っ
た
放
送
が
テ
レ
ビ
を
抜
く
と
い
う
こ
と
に

や
っ
き
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
、
そ
れ
ほ
ど
に

新
聞
の
地
位
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
翌
年
、
一
九
六
〇
年
に
上
田
は
三
池
闘
争
を
取
材
す
る

な
か
で
、
労
働
者
側
の
敗
北
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
上
田
は
こ

の
事
件
に
つ
い
て
「
今
後
長
く
日
本
の
労
使
関
係
に
苦
し
い
時

期
を
予
告
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
民
主
主
義
の
自
然
成
長
を
労

働
者
の
体
の
な
か
で
信
ず
る
こ
と
の
で
き
た
〝
戦
後
時
代
〟
は
、

こ
こ
で
終
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る

（
八
）
。 こ

う
し
た
認
識
は
後
に
上
田
が
組
合
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い

く
に
あ
た
っ
て
、
大
き
な
影
響
を
残
し
た
。「「
三
池
は
戦
後
を

荒
々
し
く
葬
送
す
る
一
九
六
〇
年
の
古
戦
場
で
あ
っ
て
、
こ
の

体
験
は
強
烈
な
組
合
運
動
へ
の
刺
激
と
教
訓
を
私
に
残
し
た
」

と
上
田
は
回
顧
し
て
い
る
（
九
）
。 

上
田
が
ポ
リ
オ
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
乗
り
出
し
た
の
は
こ

の
直
後
で
あ
る
。
こ
の
上
田
の
活
動
に
も
、
三
池
闘
争
は
大
き
な

影
を
落
と
し
て
い
た
。
当
時
の
心
境
に
つ
い
て
上
田
は
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。 

 
安
保
や
三
池
の
敗
退
の
あ
と
、
政
治
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
は
、

も
う
マ
ス
コ
ミ
の
主
張
す
る
課
題
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
を
、
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ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ
せ
た
。
私
の
み
つ
け
た
こ
ど
も
の
い
の

ち
を
守
る
テ
ー
マ
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
の
社
会
的

可
能
性
の
な
か
に
、
権
力
を
越
え
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の 

〝

あ
と
半
分
の
〟
成
立
を
賭
け
て
み
る
し
か
な
い
で
は
な
い
か

（
一
〇
）
。 

 

こ
の
発
言
の
意
図
に
つ
い
て
は
今
後
よ
り
深
く
検
討
す
る
余
地

が
あ
る
も
の
の
、
ポ
リ
オ
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
顛
末
を
見
れ

ば
、
こ
の
時
の
上
田
が
も
は
や
単
な
る
「
反
権
力
」
の
み
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
越
え
る
存
在
に
な
ろ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
田
は
官
僚
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

力
を
使
う
よ
う
持
ち
掛
け
た
の
だ
。 

一
九
六
〇
年
、
上
田
は
ま
だ
未
承
認
だ
っ
た
生
ワ
ク
チ
ン
が

ポ
リ
オ
を
ほ
ぼ
根
絶
す
る
効
果
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

こ
れ
を
報
道
し
よ
う
と
す
る
が
、
報
道
局
は
上
田
の
提
案
を
無

視
し
続
け
た
。
そ
こ
で
翌
年
、
上
田
は
厚
生
省
の
防
疫
課
長
に
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
持
ち
掛
け
る
。
上
田
の
熱
意
と
計
画
に
後
押
し

さ
れ
た
厚
生
省
は
各
県
の
衛
生
部
に
異
例
の
通
達
を
出
し
た
。

ポ
リ
オ
の
実
態
調
査
の
た
め
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
協
力
す
る
よ
う
に
、

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
同
年
四
月
一
五
日
か
ら

全
国
で
即
日
調
査
が
開
始
さ
れ
る
。
当
時
の
集
計
は
次
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
で
回
っ
て
い
た
と
い
う
。 

 

日
本
中
で
発
生
す
る
ポ
リ
オ
患
者
を
、
正
確
に
医
師
か
ら

保
健
所
へ
報
告
を
求
め
る
の
が
午
後
五
時
半
。
保
健
所
か
ら

各
県
衛
生
部
へ
報
告
を
ま
と
め
る
。
そ
れ
が
六
時
半
。
そ
れ
ら

を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
各
放
送
局
で
ま
と
め
る
の
が
七
時
、
そ
れ
を
東
京

ポ
リ
オ
チ
ー
ム
が
う
け
取
る
の
が
七
時
半
。
一
枚
の
「
ポ
リ
オ

日
報
」
と
な
る
。
ポ
リ
オ
日
報
は
「
本
日
発
生
」「
本
日
死
亡
」

「
昨
年
同
日
発
生
」「
昨
年
同
日
死
亡
」「
本
日
総
計
」
な
ど
横

に
八
コ
マ
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
縦
に
六
十
二
コ
マ
、
合
計

四
百
九
十
六
コ
マ
（
一
一
）
。 

 
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
項
目
は
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
報
道
と

比
べ
て
も
遜
色
が
な
い
。
現
在
の
報
道
体
制
の
原
型
は
こ
の
時

す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

て
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
み
始
め
た
頃
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
上
田
の
「
反
権
力
」
意
識
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
錦
の

御
旗
の
よ
う
に
掲
げ
る
月
並
み
な
権
力
批
判
と
似
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
ポ
リ
オ
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

際
の
動
き
を
見
れ
ば
、
彼
が
そ
こ
に
終
始
す
る
だ
け
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
は
ず
だ
。
ひ
と
ま
ず
、

そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
上
田
の
仕
事
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
社
後
、
上
田
が
あ
げ
た
最
初
の
ス
ク
ー
プ
は
一

九
五
九
年
の
偽
札
事
件
で
あ
っ
た
。
友
人
か
ら
の
情
報
で
最
初

の
一
枚
を
手
に
し
た
上
田
は
、
各
所
で
鑑
定
を
依
頼
し
、
記
事
を

執
筆
し
つ
つ
も
、
特
ダ
ネ
を
守
る
た
め
、
こ
れ
を
握
っ
て
行
方
を

く
ら
ま
し
た
。
困
っ
た
警
視
庁
か
ら
自
宅
を
家
宅
捜
索
す
る
と

言
わ
れ
て
、
よ
う
や
く
姿
を
あ
ら
わ
し
た
と
い
う
（
七
）
。 

こ
う
し
た
上
田
の
行
動
に
は
明
確
な
意
図
が
あ
っ
た
。
新
聞

に
追
従
し
が
ち
だ
っ
た
放
送
が
テ
レ
ビ
を
抜
く
と
い
う
こ
と
に

や
っ
き
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
、
そ
れ
ほ
ど
に

新
聞
の
地
位
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
翌
年
、
一
九
六
〇
年
に
上
田
は
三
池
闘
争
を
取
材
す
る

な
か
で
、
労
働
者
側
の
敗
北
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
上
田
は
こ

の
事
件
に
つ
い
て
「
今
後
長
く
日
本
の
労
使
関
係
に
苦
し
い
時

期
を
予
告
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
民
主
主
義
の
自
然
成
長
を
労

働
者
の
体
の
な
か
で
信
ず
る
こ
と
の
で
き
た
〝
戦
後
時
代
〟
は
、

こ
こ
で
終
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る

（
八
）
。 こ

う
し
た
認
識
は
後
に
上
田
が
組
合
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い

く
に
あ
た
っ
て
、
大
き
な
影
響
を
残
し
た
。「「
三
池
は
戦
後
を

荒
々
し
く
葬
送
す
る
一
九
六
〇
年
の
古
戦
場
で
あ
っ
て
、
こ
の

体
験
は
強
烈
な
組
合
運
動
へ
の
刺
激
と
教
訓
を
私
に
残
し
た
」

と
上
田
は
回
顧
し
て
い
る
（
九
）
。 

上
田
が
ポ
リ
オ
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
乗
り
出
し
た
の
は
こ

の
直
後
で
あ
る
。
こ
の
上
田
の
活
動
に
も
、
三
池
闘
争
は
大
き
な

影
を
落
と
し
て
い
た
。
当
時
の
心
境
に
つ
い
て
上
田
は
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。 

 

安
保
や
三
池
の
敗
退
の
あ
と
、
政
治
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
は
、

も
う
マ
ス
コ
ミ
の
主
張
す
る
課
題
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
を
、
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こ
の
時
の
「
ポ
リ
オ
チ
ー
ム
（
上
田
が
勝
手
に
名
付
け
た
）」

と
行
政
の
関
わ
り
方
は
、
政
治
的
な
い
わ
ゆ
る
「
権
力
批
判
」
と

は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
政
府
の
公
式
発
表

自
体
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
に
依
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
毎
日
厚

生
省
の
役
人
が
「
ポ
リ
オ
日
報
」
を
写
し
に
き
て
、
そ
れ
を
も
と

に
国
会
で
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
、
政
府
の
公
式
見
解
が
発
表
さ

れ
て
い
た
の
だ
。 

連
日
の
報
道
に
よ
っ
て
、
上
田
は
み
ご
と
に
メ
デ
ィ
ア
の
議

題
設
定
効
果
を
操
っ
て
見
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
ワ
ク
チ
ン
が

緊
急
承
認
さ
れ
る
。
そ
の
舞
台
裏
に
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
上

田
は
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。 

  

六
月
二
十
一
日
、
厚
生
省
は
つ
い
に
千
三
百
人
分
の
緊
急
投

与
を
決
定
し
た
。
予
備
費
五
億
円
支
出
で
無
料
投
与
で
あ
る
。

古
井
厚
生
大
臣
は
悲
愴
調
の
談
話
を
だ
し
、
大
平
官
房
長
官

は
、 

 

「
当
方
の
内
情
報
で
は
六
千
人
の
患
者
発
生
が
予
想
さ
れ
る

の
だ
。
も
は
や
政
治
判
断
だ
。」 

と
語
っ
た
。「
ポ
リ
オ
日
報
」
が
内
情
報
に
な
っ
た
。
自
分
の

投
げ
た
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
つ
か
む
よ
う
に
、
そ
の
官
房
長
官
談

話
を
ま
た
私
は
ニ
ュ
ー
ス
に
書
い
た
（
一
二
）
。 

 

こ
こ
で
上
田
が
「
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
つ
か
む
よ
う
に
」
と
形
容
し
た

動
き
を
図
式
化
す
れ
ば
、
図
一
の
よ
う
に
な
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
組
織

を
使
っ
て
集
計
し
た
結
果
が
政
府
に
渡
り
、
そ
の
発
表
を
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
ま
た
報
じ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
「
ブ
ー
メ
ラ
ン
」
的
図
式
で

あ
る
。
反
権
力
と
い
う
理
念
を
固
守
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

権
力
側
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
現
実
に
結
果
を
残
し

た
と
い
う
意
味
で
、
こ
う
し
た
上
田
の
業
績
は
、「
権
力
に
対
す

る
番
犬
」
を
越
え
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
示
し
た
と

も
言
え
よ
う
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
当
時
の
人
気
番

組
『
私
の
秘
密
』
に
ワ
ク
チ
ン
を
運
ん
で
き
た
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア

航
空
の
機
長
を
出
演
さ
せ
、
カ
メ
ラ
の
前
で
高
橋
圭
三
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
ポ
リ
オ
の
生
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ん
だ
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、
七
月
二
一
日
に
実
施
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
一
斉
投
与
の
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際
に
は
、
投
与
率
九
一
％
を
記
録
。
八
月
一
七
日
に
は
と
う
と
う

感
染
者
数
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。 

 

本
来
、
裏
方
で
あ
る
は
ず
の
放
送
記
者
だ
が
、
こ
の
時
の
上
田

が
よ
ほ
ど
目
立
っ
て
い
た
の
か
、
後
に
彼
を
モ
デ
ル
に
し
た
映

画
『
わ
れ
一
粒
の
麦
な
れ
ど
』
が
制
作
さ
れ
、
芸
術
祭
奨
励
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。
上
田
は
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
を
踏
ま

え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
マ
ス
コ
ミ
の
華
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

お
祭
り
で
は
な
く
た
た
か
い
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
は
三
つ
の
要
素
が
あ
る
べ
き
だ
。
第
一
に
、
目
標
を
科
学

的
に
た
て
る
こ
と
、
第
二
に
そ
の
敵
を
発
見
す
る
こ
と
、
そ
し

て
、
第
三
に
、
自
分
が
気
違
い
に
な
る
こ
と
だ
（
一
三
）
。 

 

そ
の
後
、
上
田
は
労
働
組
合
委
員
長
を
経
て
一
九
六
八
年
に

社
会
党
か
ら
参
議
院
議
員
に
立
候
補
し
、
政
界
入
り
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。 

 

図一 ポリオ撲滅キャンペーンにおける情報の流れ 
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と
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反
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に
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と
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意
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で
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上
田
の
業
績
は
、「
権
力
に
対
す

る
番
犬
」
を
越
え
た
ジ
ャ
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ナ
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
示
し
た
と

も
言
え
よ
う
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
当
時
の
人
気
番

組
『
私
の
秘
密
』
に
ワ
ク
チ
ン
を
運
ん
で
き
た
ス
カ
ン
ジ
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ビ
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航
空
の
機
長
を
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演
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せ
、
カ
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。
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に
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与
の
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四 

考
察
と
今
後
の
展
望 

  

政
治
家
転
身
後
の
上
田
は
、
一
九
七
九
年
ま
で
参
議
院
議
員
、

そ
こ
か
ら
鞍
替
え
出
馬
し
て
一
九
九
三
年
に
落
選
す
る
ま
で
衆

議
院
議
員
を
務
め
あ
げ
た
。
こ
う
し
た
上
田
の
歩
み
を
メ
デ
ィ

ア
と
政
治
の
関
係
性
の
変
化
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
興
味
深

い
こ
と
が
分
か
る
。 

佐
藤
卓
己
・
河
崎
吉
紀
編
『
近
代
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
議
員
』
に

よ
れ
ば
、
近
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
政
治
の
関
係
の
変
遷
は
「
政
治
の

メ
デ
ィ
ア
化
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
で
言
う
「
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化
」
と
は
「
メ
デ
ィ
ア
の

論
理
が
メ
デ
ィ
ア
の
枠
を
超
え
て
、
政
治
の
制
度
、
組
織
、
活
動

に
ま
で
影
響
力
を
強
め
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
り
、
政
治
サ
イ

ド
か
ら
見
れ
ば
「
政
治
が
メ
デ
ィ
ア
へ
の
依
存
度
を
高
め
る
こ

と
で
、
政
治
が
自
立
性
を
失
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
も
捉

え
ら
れ
る
（
一
四
）
。 

さ
ら
に
、
こ
の
「
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化
」
プ
ロ
セ
ス
の
進
展
は

次
の
四
局
面
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。 

 

Ⅰ
メ
デ
ィ
ア
の
成
立 

議
会
成
立
前
～
一
九
〇
四
年 

Ⅱ
メ
デ
ィ
ア
の
自
立
化 

一
九
〇
八
～
一
九
三
七
年 

Ⅲ
報
道
の
メ
デ
ィ
ア
化 

1

一
九
四
二
～
一
九
六
九
年 

Ⅳ
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化 

一
九
七
二
～
現
在 

 

こ
れ
を
上
田
の
足
跡
と
重
ね
て
見
る
と
、
彼
は
ち
ょ
う
ど
こ
の

第
三
期
と
第
四
期
の
変
わ
り
目
で
政
治
家
へ
と
転
身
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。 

第
三
期
、
第
四
期
の
詳
細
な
定
義
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お

こ
う
。
第
三
期
と
は
、「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
企
業
と
し
て
発
展
し
、

報
道
は
『
政
治
の
論
理
』（
価
値
や
理
念
の
実
現
）
よ
り
『
メ
デ

ィ
ア
の
論
理
』（
社
会
的
影
響
力
の
最
大
化
）
に
左
右
さ
れ
る
よ

う
に
」
な
る
時
期
を
指
す
。
一
方
、
第
四
期
と
は
「
政
治
過
程
全

体
が
『
メ
デ
ィ
ア
の
論
理
』
で
動
き
始
め
」、
政
治
の
側
も
メ
デ

ィ
ア
の
側
も
「
メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
も
た
ら
す
情
報
環

境
へ
の
最
適
化
を
重
視
」
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
政
治
家
自
身
が
「『
自
己
メ
デ
ィ
ア
化
』
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
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マ
ン
ス
を
展
開
」
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
（
一
五
）
。 

 
こ
う
し
た
理
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
上
田
の
ポ
リ
オ
撲
滅
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
社
会
的
影
響
力
を
最
大
化
し
よ
う
と
す
る
「
メ
デ

ィ
ア
の
論
理
」
に
則
っ
た
行
動
で
あ
っ
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
そ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
論
理
が
頭
打
ち
と
な
り
、

政
治
家
が
「
自
己
メ
デ
ィ
ア
化
」
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
に
政
治

家
に
転
身
し
た
上
田
は
、
徹
頭
徹
尾
メ
デ
ィ
ア
人
間
で
あ
っ
た

と
も
い
え
よ
う
。 

面
白
い
こ
と
に
、
政
治
家
と
な
っ
た
後
の
業
績
に
つ
い
て
は
、

上
田
自
身
、
そ
れ
ほ
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
政
治
家
と
し
て
は
珍

し
い
タ
イ
プ
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
今
後
は
資
料
と
し
て
国
会

議
事
録
等
を
用
い
て
細
か
く
拾
い
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ

う
だ
。 

逆
に
議
席
を
失
っ
た
後
の
上
田
は
饒
舌
で
あ
る
。
上
田
自
身

の
著
作
は
大
部
分
が
落
選
以
後
に
書
か
れ
た
も
の
だ
。
最
後
に

落
選
の
顛
末
と
そ
れ
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
お
き

た
い
。 

上
田
が
落
選
し
た
一
九
九
三
年
の
選
挙
は
、
五
五
年
体
制
の

崩
壊
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
自
民
党

が
分
裂
し
、
保
守
系
新
党
が
乱
立
す
る
と
と
も
に
、
社
会
党
は
大

き
く
議
席
を
減
ら
し
た
。
こ
の
と
き
、
上
田
は
小
選
挙
区
制
に
反

対
し
た
こ
と
で
、
党
指
導
部
と
対
立
。
社
会
党
の
支
持
母
体
で
あ

っ
た
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
以
下
連
合
と
記
述
）
か
ら
「
選

別
」
さ
れ
、
推
薦
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
の
落
選
の
顛

末
と
今
後
の
社
会
党
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
綴
っ
た

『
社
会
党
大
好
き
！
』
は
日
本
地
方
新
聞
協
会
特
別
賞
を
受
賞

し
て
い
る
（
一
六
）
。 

 

上
田
落
選
の
か
げ
に
連
合
が
い
た
こ
と
は
、
現
代
日
本
の
政

治
史
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
上
田
自
身
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
社
会
党
の
議
員
は
大
企
業
の
労
組
出
身
者
が
多
い
。
そ

の
労
組
を
ま
と
め
て
い
る
の
が
連
合
だ
か
ら
、
現
在
に
い
た
る

ま
で
、
連
合
は
常
に
非
自
民
を
支
援
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年

に
な
っ
て
、
連
合
や
そ
れ
に
支
援
さ
れ
る
野
党
は
実
は
自
民
党

の
補
完
勢
力
で
は
な
い
か
、
と
い
う
感
覚
が
広
が
り
始
め
て
い

る
。
か
つ
て
は
企
業
（
資
本
家
）
と
労
働
者
と
い
う
対
立
軸
が
意

識
さ
れ
て
い
た
が
、
非
正
規
雇
用
が
増
え
て
以
後
、
対
立
軸
は

四 

考
察
と
今
後
の
展
望 

  

政
治
家
転
身
後
の
上
田
は
、
一
九
七
九
年
ま
で
参
議
院
議
員
、

そ
こ
か
ら
鞍
替
え
出
馬
し
て
一
九
九
三
年
に
落
選
す
る
ま
で
衆

議
院
議
員
を
務
め
あ
げ
た
。
こ
う
し
た
上
田
の
歩
み
を
メ
デ
ィ

ア
と
政
治
の
関
係
性
の
変
化
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
興
味
深

い
こ
と
が
分
か
る
。 

佐
藤
卓
己
・
河
崎
吉
紀
編
『
近
代
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
議
員
』
に

よ
れ
ば
、
近
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
政
治
の
関
係
の
変
遷
は
「
政
治
の

メ
デ
ィ
ア
化
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
で
言
う
「
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化
」
と
は
「
メ
デ
ィ
ア
の

論
理
が
メ
デ
ィ
ア
の
枠
を
超
え
て
、
政
治
の
制
度
、
組
織
、
活
動

に
ま
で
影
響
力
を
強
め
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
り
、
政
治
サ
イ

ド
か
ら
見
れ
ば
「
政
治
が
メ
デ
ィ
ア
へ
の
依
存
度
を
高
め
る
こ

と
で
、
政
治
が
自
立
性
を
失
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
も
捉

え
ら
れ
る
（
一
四
）
。 

さ
ら
に
、
こ
の
「
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化
」
プ
ロ
セ
ス
の
進
展
は

次
の
四
局
面
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。 

 

Ⅰ
メ
デ
ィ
ア
の
成
立 

議
会
成
立
前
～
一
九
〇
四
年 

Ⅱ
メ
デ
ィ
ア
の
自
立
化 

一
九
〇
八
～
一
九
三
七
年 

Ⅲ
報
道
の
メ
デ
ィ
ア
化 

1

一
九
四
二
～
一
九
六
九
年 

Ⅳ
政
治
の
メ
デ
ィ
ア
化 

一
九
七
二
～
現
在 

 

こ
れ
を
上
田
の
足
跡
と
重
ね
て
見
る
と
、
彼
は
ち
ょ
う
ど
こ
の

第
三
期
と
第
四
期
の
変
わ
り
目
で
政
治
家
へ
と
転
身
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。 

第
三
期
、
第
四
期
の
詳
細
な
定
義
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お

こ
う
。
第
三
期
と
は
、「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
企
業
と
し
て
発
展
し
、

報
道
は
『
政
治
の
論
理
』（
価
値
や
理
念
の
実
現
）
よ
り
『
メ
デ

ィ
ア
の
論
理
』（
社
会
的
影
響
力
の
最
大
化
）
に
左
右
さ
れ
る
よ

う
に
」
な
る
時
期
を
指
す
。
一
方
、
第
四
期
と
は
「
政
治
過
程
全

体
が
『
メ
デ
ィ
ア
の
論
理
』
で
動
き
始
め
」、
政
治
の
側
も
メ
デ

ィ
ア
の
側
も
「
メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
も
た
ら
す
情
報
環

境
へ
の
最
適
化
を
重
視
」
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
政
治
家
自
身
が
「『
自
己
メ
デ
ィ
ア
化
』
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
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「
企
業
＋
正
規
労
働
者
」
対
非
正
規
労
働
者
へ
と
移
行
し
た
か

ら
で
あ
る
。 

 

実
際
に
連
合
が
意
図
的
に
自
民
党
を
利
す
る
方
向
に
動
い
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
結
果
と
し
て
見
れ
ば
、
小
選
挙
区
制
に

反
対
し
て
い
た
上
田
の
よ
う
な
議
員
を
推
薦
か
ら
は
ず
し
、
そ

の
後
の
社
会
党
の
劇
的
な
縮
小
を
招
い
た
原
因
の
一
端
は
連
合

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
自
民
党
が
勝
っ
た
方
が
よ
い
か
負
け
た
方
が
よ

い
か
と
い
う
価
値
観
の
問
題
は
人
に
よ
っ
て
様
々
な
判
断
が
あ

ろ
う
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
連
合
が
労
働
者
一
般
の
味
方
で
あ
る

 
(

一) 

上
田
哲
『
歌
っ
て
よ
い
か
、
友
よ
』
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
八
頁
。。 

(

二) 

上
田
哲
、
前
掲
書
、
一
二
一
頁
。 

(

三) 

筒
井
清
忠
『
日
本
型
「
教
養
」
の
運
命
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
。
お
よ
び 

 
 

竹
内
洋
『
立
身
出
世
主
義―

近
代
日
本
の
ロ
マ
ン
と
欲
望
（
増
補
版
）』
世
界
思
想

社
、
二
〇
〇
五
年
。 

(

四) 

福
間
良
明
『「
働
く
青
年
」
と
教
養
の
戦
後
史:―

 

「
人
生
雑
誌
」
と
読
者
の
ゆ
く

え
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
七
年
。 

(

五) 

た
だ
し
、
政
府
側
は
関
与
を
否
定
し
て
い
る
。 

(

六) 

上
田
哲
、
前
掲
書
、
二
三
九
頁
。 

(

七) 

上
田
哲
、
前
掲
書
、
二
六
六―

二
六
七
頁
。 

と
い
う
感
覚
は
一
度
見
直
し
た
方
が
よ
い
。
五
五
年
体
制
で
印

象
付
け
ら
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
の
裏
で
現
実
を
動
か
し
て

い
た
社
会
的
構
造
に
こ
そ
、
目
を
向
け
る
べ
き
な
の
だ
。 

 

そ
の
意
味
で
、
上
田
哲
と
い
う
人
物
を
研
究
す
る
こ
と
は
メ

デ
ィ
ア
と
政
治
家
の
関
わ
り
の
み
な
ら
ず
、
労
働
組
合
と
い
う

存
在
自
体
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
今
後
、
有
益
な
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。 

  (

八) 

上
田
哲
、
前
掲
書
、
二
八
〇
頁
。 

(

九) 

上
田
哲
、
前
掲
書
、
二
八
〇
頁
。 

(

一
〇) 

上
田
哲
、
前
掲
書
、
二
八
八
頁
。 

(

一
一) 

上
田
哲
、
前
掲
書
、
二
九
〇
頁
。 

(

一
二) 

上
田
哲
、
前
掲
書
、
二
九
五
頁
。 

(

一
三) 

上
田
哲
、
前
掲
書
、
三
〇
〇
頁
。 

(
一
四) 

佐
藤
卓
己
・
河
崎
吉
紀
編
著
『
近
代
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
議
員
〈
政
治
の
メ
デ
ィ

ア
化
〉
の
歴
史
社
会
学
』
創
元
社
、
二
〇
一
八
年
、
一
六
頁
。 

(

一
五) 
佐
藤
卓
己
・
河
崎
吉
紀
編
著
、
前
掲
書
、
一
六
頁
。 

(

一
六) 
上
田
哲
『
社
会
党
大
好
き
！
！
』
デ
ー
タ
ハ
ウ
ス
、
一
九
九
三
年
。 
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